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どんな研究 どこが凄い 目指す未来

変幻灯2.0 : 光をあてると踊り出す
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～画像検索を用いた動き情報の自動投影～
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対象に新しい印象を与える手法として、
プロジェクタを使って対象に映像を投影
する「プロジェクションマッピング」が有
効です。変幻灯は、プロジェクションマ
ッピングと錯覚を組み合わせ、身の回
りのものに様々な動きの印象を与える
技術です。

対象物に映像を上書きする既存のプ
ロジェクションマッピングと異な
り、僅かな明暗の模様を投影するだ
けで対象そのものが動きだすような
印象を生み出すことができます。さ
らに画像検索の技術と組み合わせる
ことで、身の回りの対象を認識し
て、それに合った動きを即座に投影
できるようになりました。

CGやアニメのような印象的な動きの
情報は、これまで画面の中にしか存
在し得ないものでした。変幻灯の技
術を用いると、店頭の商品パッケー
ジや部屋のインテリア等、身の回り
に溢れるあらゆる物に動きがつけら
れます。変幻灯は現実世界と仮想世
界がシームレスにつながる未来を構
成する要素技術となるでしょう。
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